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 厚生労働省の 2011 年度人口動態統計では、
妊産婦死亡数は年間 41 例、妊産婦死亡率は出
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則抗体検査を行う（1 回目の血液型検査）。妊































凍結血漿製剤 （FFP）4 単位を 5 分以内に出
庫できるようになった（図 3）。 















(1) 症例 1 
	 30 歳、0 経妊 0 経産。血液型 A 型 RhD 陽
性、不規則抗体陰性。妊娠経過に異常は無く、
妊娠 41 週 0 日分娩予定日超過のため分娩誘発
を行い、同日経腟分娩に至った。分娩後、弛緩
出血のため、出血性ショック、意識消失が起こ
り、緊急度Ⅰで RCC 4 単位を緊急輸血した。
輸血と並行して子宮収縮剤投与、双手圧迫等の
処置を行い、その後出血の減少と全身状態の安
定が得られた。総出血量は 2466g であった。 
(2) 症例 2 
	 35 歳、1 経妊、1 経産。血液型 A 型 RhD 陽
性、不規則抗体陰性。妊娠経過に異常は無く、
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血 1407 症例に対して計 4144 単位の O 型
RhD 陽性赤血球製剤を使用した Mulay ら 6)の
報告では、急性溶血性副作用は１例も認めな
かった。しかし、輸血前採血で後に不規則抗体
陽性と判明した患者 7 例に対して計 10 単位の
抗原陽性血輸血が行われ、うち１例が遅発性溶
血性副作用を発症した。Goodell ら 7)は 265 症









































	 当院では 2010 年より産科危機的出血への対
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